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音
韻
史
の
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キ
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ワ
ー
ド一

音
節、
モ
ー

ラ 、
上
代
語、
ア
ク
セ
ン
ト 、

抽
象
性

要

= 
臼

日本語の音節

日
本
上
代
語
の
音
節
構
造
は 、
短
母立日
開
音
節
の
み
で
長
母
音
や
閉
音

節
は
な
か
っ
た 、
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る 。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
言
語

は
存
在
そ
の
も
の
が
疑
わ
し
い 。
ロ
ロ
一諮
(
奏
語)
は
徹
底
し
た
短
母
音

開立日
節
言
語
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が 、
そ
れ
に
は
緊
喉
母
音
/
非
緊
喉
母

音
の
対
立
が
あ
り

往
時
の
間
音
節
と
開
音
節
の
対
立
を
残
し
て
い
る 。
上

代
日
本
語
が
短
母
音
関
音
節
言
語
で
あ
っ
た
と
い
う
通
説
は
疑
う
に
値
す

る
も
の
と
筆
者
は
信
じ
て
い
る 。
万
葉
仮
名
で
表
記
し
え
な
か
っ
た
母
音

の
長
短
や 、
エ
・
イ
列
乙
類
音
節
さ
ら
に
オ
列
甲
類
音
節
の
二
重
母
音
の

可
能
性
等を
完
全
に
否
定
し
去
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
考
え
る 。

地
理
的
な
分
布
や
世
代
差 、
鹿
児
島
市
方
言
の一
部
の
ア
ク
セ
ン
ト

規

則
か
ら
見
て
も 、
H
本
語
諸
方き一口
の
ア
ク
セ
ン
ト

(
核)
の
担
い
手
は 、

歴
史
的
に
音
節
か
ら
モ
ー
ラ
に
移っ
て
来
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る 。
な

お
筆
者
は 、
長
い
・音
節
を
こ
と
数
え 、
短
い
音
節
を一
と
数
え
る
音
韻
規

則
が
有
る
時 、
そ
の
(
必
ず
し
も
等
時
間
で
な
い)
数
え
る
単
位
を
モ
|

早

輝

洋

田

-フ
シ」
いhつ 。一
、
上
代
語
の
音
節
構
造

「
上
代
語
に
は
音
節
と
そ
l

ラ
の
区
別
が
無
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く 、
長
音

節
(
重
音
節)
と
短
音
節
(
軽
音
節)
の
区
別
も
無
か
っ
た 、
後
者
の
区
別
は
漢

語
の
影
響
で
あ
る」
と
現
在一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る 。
「
音
節
と

モ
l

ラ
の
区
別
が
な
い
(
従っ
て
音
節
だ
け
で
あ
る
こ
と
い
う
こ
と
と 、
「
長
音

節
(
重
音
節)
と
短
音
節
(
軽
音
節)
の
区
別
が
な
い」
と
い
う
こ
と
と
は
同
じ

で
は
な
い 。
英
語
に
も
漢
語
北
京
語
に
も
音
節
と
モ
l

ラ
の
区
別
は
無
い
が 、

と
も
に
わ
〈
〈
や
わ
〈門
の
よ
う
な「
長
音
節(
重
音
節
こ
と
の
〈
の
よ
う
な「
短

音
節(
軽
音
節
こ
の
区
別
は
有
る(
最
近
で
は 、
英
語
の
重
音
節
は
二
モ
1

ラ
音
節、

軽
音
節
は一
モ
l
ラ
音
節
と
さ
れ
て
い
る) 。
即
ち 、
日
本
語
の
上
代
語
に
は
わ
〈
〈

も
の
〈わ
も
な
く 、

音
節
は
す
べ
て
の
〈
或
い
は
〈
の
形
で
あ
っ
た
と
い
う
の

が
通
説
で
あ
る
(
勿
論
こ
れ
は
音
韻
論
上
の
問
題
で
あ
る 。
音
声
的
に
の〈
の
〈
が

長
母
音
で
発
音
さ
れ
て
も 、
そ
の
長
母
音
と
短
母
音
と
が
音
韻
的
に
区
別
さ
れ
て
い
な

か
っ
た

||
弁
別
的
で
な
か
っ
た

ーー
と
い
う
意
味
で
あ
る) 。
古
代
語
資
料
を
見



る
と、
長
母
音
や
二
重
母
音
表
記
を
し
て
い
る
仮
名
表
記
は
す
べ
て
単
音
節

語
/
曲
調
(円
g
g
R
gコ巾)
語
の
よ
う
で
あ
る。
形
態
論
的
に

||
統
辞
論
的

に
さ
え

111
母
音
が
続
く
と、
先
行
母
音
あ
る
い
は
後
続
母
音
が
脱
落
し
た
り

両
母
音
が
融
合
し
た
り
し
て
い
る
の
が、
そ
の
証
拠
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る。し
か
し、
音
節
構
造
が
お)
ぐ
と
い
う
短
母
音
開
音
節
だ
け
と
い
う
言
語
は、

日
本
周
辺
を
見
回
し
て
も
極
め
て
珍
し
い
(
実
は
そ
れ
に
近
い
言
語
が一
つ
は
有

る
の
だ
が)。
そ
れ
に
琉
球
諸
方
言
に
見
ら
れ
る、
文
献
上
二
音
節
に
湖
ら
な
い

長
母
音、
と
短
母
音
と
の
対
立
も
気
に
な
る
こ
と
で
あ
る。
一
般
に、
歴
史
時

代
の
二
音
節
に
湖
ら
な
い
長
母
音
は、
余
程
近
代
的
な
正
書
法
で
な
い
限
り、

通
常、
文
字
に
は
現
れ
な
い。
ラ
テ
ン
語
の
よ
う
に
母
音
を
並
べ
て
長
母
音
を

書
け
ば
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
も
書
か
れ
て
い
な
い。
琉
球
諸
方
言
の
そ
う
い
う

長
母
音
の
発
生
に
つ
い
て
は
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
説
明
で
き
る
と
い
う
主
張
が
有

る一
方
で、
周
辺
言
語
と
の
比
較
か
ら
長
母
音
の
存
在
を
支
持
す
る
論
が
最
近

も
出
さ
れ
て
い
る。

上
に
述
べ
た
珍
し
い
が
少
な
く
と
も一
つ
は
有
る
と
い
う、
音
節
構
造
が

((い)
ぐ
だ
け
(
に
近い)
と
い
う
短
母
音
開
音
節
言
語
と
は、
チ
ベ
ッ
ト・
ビ
ル

マ
語
派
の
ロ
ロ
語
(
券
語)
で
あ
る
(
南
島
諸
語
に
も
徹
底
し
た
関
音
節
言
語
が
有

る
と
言
わ
れ
る
が 、
大
抵
は
母
音
の
長・
短
や
二
重
母
音・
単
純
母
音
の
区
別
は
有
る

よ
う
で
あ
る)。
西
田
龍
雄
氏
ご
九
九
二)
に
よ
れ
ば、
ロ
ロ
語
を
話
す
葬
族
は、

中
国
の
雲
南
省
と
四
川
省
西
南
部
に
五
四
五
万
人
以
上
い
る
と
い
う。
ロ
ロ
語

音
節
の
基
本
形
態
は
わ〈
で、
母
音
に
は
緊
喉
母
音
と
非
緊
喉
母
音
と
の
対
立

が
有
る。
有
声
閉
鎖
音
直
前
の
鼻
音
の
有
無
は
弁
別
的
で
あ
る。
鼻
音
に
も
非

鼻
音
に
も
有
声
/
無
声
の
対
立
が
有
る。
鼻
母
音
/
非
鼻
母
音
の
対
立
の
有
る

方
言
も
あ
る。
声
調
は
方
言
に
よ
り
三
1
五
種
で
語
会
的
に
弁
別
的、
ス
ト
レ

ス
ア
ク
セ
ン
ト
は
文
法
的
に
予
測
で
き
る
も
の
ら
し
い。
緊
喉
母
音
の
発
生
は

「
も
と
も
と
末
尾
の
閉
鎖
音
が
縮
約
し、
先
行
の
母
音
を
変
形
し
た
と
こ
ろ
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る」
(
P
M)
と
い
う。
す
な
わ
ち
閉
音
節
韻
母
が
緊
喉
母
音
に

な
っ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い。
こ
の
言
語
は、
母
音
の
長
短
の
対
立
の
な
い(二

重
母
音
も
な
い)
開
音
節
の
み
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
が、
共
鳴
音
子
音(凹
20・

『同コ門)
に
狭
母
音
の
続
く
音
節
は「
母
音
は
聞
き
と
れ
ず、
子
音
が
持
続
し
て
音

節
の
担
い
手
に
な
る」。
こ
う
い
うm
や
ー
だ
け
か
ら
な
る
音
節
は、
立日
韻
論
的

解
釈
に
よ
っ
て
は、
子
音
音
節
(
子
音
だ
け
か
ら
な
る
音
節)
と
解
釈
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
が、
そ
の
持
続
時
間
か
ら
し
て
も
声
調
を
担
え
る
と
い
う
点
か
ら

し
て
も、
ま
た
緊
喉
性
の
有
無
を
識
別
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
も、
充

分「
音
節」
と
い
え
る
も
の
で
あ
ろ
う。
わ〈
音
節
と
い
っ
て
も、
母
音
で
始
る

音
節
も
有
る
の
で
あ
る
か
ら、
声
調
を
別
に
す
れ
ば、
音
声
的
に
は、
(U〈ゆ
〈咽

(U・
(い〈・
〈"
の(
〈)
(
下
線
は
緊
喉
母
音)
の
六
種
の
音
節
が
有
る
こ
と
に
な
る。

こ
の
言
語
の
音
節
構
造
は、
短
母
音
開
音
節
の
み
と
は
い
う
も
の
の、
実
は
緊

喉
母
音
の
有
無
と
い
う
往
時
の
開
音
節
と
閉
音
節
の
区
別
を
明
瞭
に
有
し
て
い

る
の
で
あ
る。
そ
の
区
別
の
片
鱗
す
ら
無
い
と
さ
れ
る
上
代
日
本
語
と
は、
や

は
り、
違
う。

上
代
日
本
語
の
音
節
構
造
を
お)
〈
た
だ一
一種
と
仮
定
す
る
な
ら
ば、
ロ
ロ

語
の
現
実
も
よ
く
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う。
ロ
ロ
語
の、
閉
音
節
に
湖
る
開
音
節

が、
周
囲
の
閉
音
節
言
語、
特
に
中
国
の
標
準
語
で
あ
る
漢
語
北
京
語
な
ど
の

影
響
を
ど
う
受
け
る
か、
今
後
ど
う
変
容
す
る
か、
日
本
語
の
歴
史
の
観
点
か

ら
も
興
味
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る。

上
代
日
本
語
は、
ス
ピ
ー
チ
速
度
が
現
代
の
そ
れ
に
比
し
て
余
程
緩
慢
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う、
と
は
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る。
確
か
に、
一
語
の
音
節

数
や
弁
別
さ
れ
る
ア
ク
セ
ン
ト
型
の
数
か
ら
見
て
も、
そ
の
通
り
で
あっ
た
と

2 



考
え
ら
れ
る。
し
か
し、
ス
ピ
ー
チ
速
度
が
遅
い
と
い
う
こ
と
で、
音
節
構
造

が
短
母
音
開
音
節
の一
種
類
に
徹
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
正
当
化
し
う
る
訳

で
は
な
い。
ス
ピ
ー
チ
速
度
が
遅
く
て
も、
母
音
に
関
し
て
長
短
の
対
立
が
無

け
れ
ば、
「
短
母立問」
で
あ
る(
ロ
シ
ヤ
語
や
イ
タ
リ
ア
語
等
の
関
音
節
の
単
純
母
音

||
非
二
重
母
音

ーー
は 、
ス
ト
レ
ス
が
有
る
時 、
十
分
長
く

発
音
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
が 、
母
音
の
長
短
の
対
立
は
無
い 、
い
わ
ば
短
母
音
で
あ
る

||}
例 、
「
2
5
〈
レ
l

ニ
ン
〉)。
上
代
語
短
母
音
開
音
節
を
主
張
す
る
た
め
に
は、
文
献
上
の
言
語
で

な
く、
現
実
に
観
察
で
き
る
生
き
た
言
語
で、
徹
底
し
た
短
母
音
開
音
節
構
造

の
言
語
を

1ー
で
き
る
な
ら
幾
つ
も

||
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

う。
そ
の
意
味
か
ら
も、
上
代
語
の
イ・
エ
列
乙
類
音
節
の

||
そ
れ
だ
け
で

は
な
い(
オ
列
甲
類
音
節
も
疑
わ
し
い)
が

||
二
重
母
音
の
可
能
性
を
完
全
に
否

定
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い、
と
考
え
る。

二、
音
節
か
ら
モ
|
ラ
へ

日本語の音節

通
説
の
よ
う
に、
上
代
日
本
語
に
は
音
節
だ
け
が
存
在
し
モ
1
ラ
は
存
在
し

な
か
っ
た、
そ
し
て
漢
語
等
外
来
語
の
影
響
で
モ
1
ラ
が
発
生
発
達
し
た
と
す

れ
ば、
日
本
語
は
音
節
言
語
か
ら
モ
l
ラ
言
語
に
発
展
し
て
き
た
こ
と
に
な
る。

確
か
に
現
在
「
ア
ク
セ
ン
ト(
核)
の
担
い
手」
は
我
々
の
目
の
当
り
で
音
節
か

ら
モ
|
ラ
へ
移
っ
て
来
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る。

筆
者
二
種
の
東
京
方
言
の
話
者)
は、
「
天
皇」
「
大
王」
と
い
う
単
語
を
そ

れ
ぞ
れ
W
V\
\J
l'
は可、よ
斗J
i
と
発
音
し、
複
合
語「
神
武
天
皇」
「
仁
徳
天

皇」
「
聖
武
天
皇」
「
閤
魔
大
王」
「
金
角
大
王」
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ、
いhJ
V\
小
山市

い\
\(」)
1d
いJ
υ、、7
uy
中
い\
\(」)
ld
い\
凶J
l
hp
山下
V、
\(」)
ld
いJ
V\
e付

、よ
斗(」)
ld
HfJ
V\
uq
uv
u司、ム
斗(J)
ー
の
よ
う
に
発立目
す
る。
こ
こ
で
」
は

ア
ク
セ
ン
ト(
ピ
ッ
チ
の
下
が
り
目)、
(J)
は
弱
化
し
た
ア
ク
セ
ン
ト(
時
に
は
間

え
な
い
程
の
ピ
ッ
チ
の
下
が
り
目)
で
あ
る。
一
般
に
少
な
く
と
も
基
底
形(
辞
書

形
式)
で
は
ア
ク
セ
ン
ト
「J」
は
音
節(
境
界)
が
担
っ
て
お
り、
モ
|
ラ
が
担

っ
て
い
る
の
で
は
な
い、
と
筆
者
は
考
え
て
い
る。
即
ち、
山下
υ\
\」
ld
山、よ

斗J
l
の
ア
ク
セ
ン
ト
「J」
は
次
語
末
の
モ
l
ラ
(
語
末
モ
l
ラ
の
前
の
モ
l
ラ)

「
ノ」
や
「
オ」
が
担
っ
て
い
る
の
で
は
な
く、
週間
末
音
節
「
ノ
l」
や
「
オ
|」

が
担
っ
て
い
る。
こ
の
方
言
で
は、
複
合
語
×
+
〈
に
お
い
て
Y
が(
三
モ
l
ラ

以
上
で 、
或
い
は
漢
字
語
な
ら
二
字
漢
語
以
上
で)
語
末
音
節
ア
ク
セ
ン
ト
ま
た
は

無
ア
ク
セ
ン
ト(
平
板
型)
で
あ
る
と
き、
複
合
語
×
+
Jへ
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
Y

の
第一
モ
1
ラ
に
来
る(
uqJ
V
7
l
+
中
許」
|
↓
法
に7
I
山下JUす
lJ
U1
X
4
+

斗
7
uJ
↓
刈
X
4
斗J7
u'
〉J7
+
uy」で
4
↓
〉寸
一、JKで
4)、
さ
も
な
け
れ
ば

上
の
よ
う
に
複
合
し
な
い(
℃」
い\
ト
+
沖
い\
\」
|
↓
に」
い\
ト
中
い\
\(J)
1)。
Y

が
語
中
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
れ
ば、
そ
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
複
合
語
全
体
の
ア
ク
セ

ン
ト
に
な
る(ム」
命
+
市
\
辻JU可
可
↓よ
内
市
\
消JU可
亡)。
と
こ
ろ
が
若
い
世

代
の
間
で
は
上
の
語
を
勺
い\
ky
沖
い\
\J
l'
い
て
7
uy
中
い\
\」
l'
い\
凶
i
hy

山市
い\
\」
lJ
h円
υ\
寸
、
よ
斗」
1d
Hf
v\
uq
u可
、.よ
斗J
ー
の
よ
う
に
言
う
も
の

が
多
く、
筆
者
で
も
い
い\
寸
、よ
斗」
1
は
い
う
可
能
性
が
あ
り、
「
明
治
天
皇」

は
は可
よ
勺
凶
l

山干
に
\ 」
|

(
こ
れ
は
複
合
し
て
い
な
い
形
と
と
れ
る 。
は可
よ
い\
凶

l
+
吋
て
\J
|)
の
類
推
か
ら
か
XJ
l
℃
中
い\
\(」)
ー
よ
り
も
X
1
ψh
w
v\

\J
1
の
方
が
普
通
で
あ
る。
こ
れ
ら
の
形
は
X
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
無
く
な
り
Y

の
ア
ク
セ
ン
ト
が
そ
の
ま
ま
複
合
語
全
体
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら、
ア
ク
セ
ン
ト
規
則
に
変
化
が
な
い
と
す
る
限
り、
Y
が
語
中
ア
ク

セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
即
ち
吋
い\
\」
l'
、よ
斗

J
l
の「J」
は
語
末
音
節
「
\
1」
「
斗
l」
で
は
な
く、
次
語
末
モ
l
ラ
「
ノ」

「
オ」
が
担っ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る。
即
ち
ア
ク
セ
ン
ト
の
担
い
手
が
音
節
か

ら
モ
l
ラ
に
移
っ
て
い
る
の
で
あ
る。

3 



こ
れ
を
逆
に
辿
れ
ば、
時
代
を
測
る
ほ
ど
担
い
手
は
音
節
に
な
る、
と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
る。
勿
論
ア
ク
セ
ン
ト
の
担
い
手
が
音
節
で
あ
っ
て
も、
モ

l
ラ
と
音
節
の
区
別
は
有
り
え
て、
長
音
節
と
短
音
節
の
区
別
も
有
り
う
る
し

(
東
京
方
言
の
ほ
か
に
は
古
典
ラ
テ
ン
語
等)、
モ
l
ラ
と
音
節
の
区
別
が
無
く
て

も
重
音
節
と
軽
音
節
の
区
別
は
有
り
う
る
(
英
語
や
北
京
語、
後
に
見
る
ケ
セ
ン
語

も
お
そ
ら
く

||
上
述
の
如
く、
英
語
で
は
モ
l
ラ
と
音
節
の
区
別
が
有
る、
と
い
う

よ
う
に
なっ
た)。

上
代
日
本
語
が、
通
説
に
い
う
通
り
ロ
ロ
語
以
上
に
徹
底
し
た(わ)
〈
音
節

言
語
で
あ
っ
た
の
か、
一
部
の
南
島
諸
語
の
よ
う
に
お)
〈の
音
節
は
無
い
が

(の)
〈
音
節
と(
わ)
〈
〈
音
節
の
区
別
は
有
る
開
音
節
言
語
で
あ
っ
た
の
か、
は

た
ま
た
現
代
語
の
よ
う
な(わ)
〈(
〈)(わ)
と
い
う
か
な
り
自
由
な
音
節
構
造
を

有
し
て
い
る
言
語
だ
っ
た
の
か、
筆
者
の
見
る
所
で
は
未
だ
に
全
く
解
明
さ
れ

て
い
な
い。

=一、
分
析
の
抽
象
性

上
に
述
べ
た、
時
代
を
測
れ
ば
湖
る
ほ
ど、
モ
l
ラ
よ
り
も
音
節
が
ア
ク
セ

ン
ト
の
担
い
手
に
な
る
か
も
し
れ
な
い、
と
い
う
こ
と
は
周
囲
論
的
見
方
に
は

合
致
す
る
よ
う
で
あ
る。
現
代
諸
方
言
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
担
い
手
の
分

布
は、
列
島
中
央
部
で
次
第
に
音
節
か
ら
モ
l
ラ
へ
移
行
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に

見
え
る
の
に
対
し、
東
北
や
鹿
児
島
の
よ
う
な
列
島
周
辺
部
で
は
担
い
手
は
い

ま
だ
顕
著
に
音
節
で
あ
っ
て
モ
l
ラ
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る(
モ
|
ラ
が
無
い
の

で
あ
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
る)

||
た
だ
し、
琉
球
諸
方
言
は
問
題
で
あ
る。
し

か
し、
そ
の
音
節
と
い
う
の
も
余
り
単
純
で
は
な
く
相
当
に
抽
象
的
な
扱
い
を

要
す
る
場
合
も
あ
る。
鹿
児
島
市
方
言
の
例
を
挙
げ
る。
鹿
児
島
市
方
言
は
周

知
の
よ
う
に
句
末
下
降
型(
A
型)
と
句
来
上
昇
型

||
寧
ろ
多
少
抽
象
的
に

「
平
板
型」
と
言
い
た
い
が

||(
B
型)
の
二
種
の
単
語
声
調(
上
野
氏
の「
式」)

を
有
し
て
い
る。
ピ
ッ
チ
形
と
し
て
は、
句
の
長
さ
が
充
分
で
あ
る
と
き、
A

型
は
次
句
末立田
節
が
高
く
な
り
B
型
は
句
末
音
節
が
や
や
高
く
な
る(
ア
カ
ペ

ン

A、
ア
オ
ペ
ン

B)。

と
こ
ろ
が、
歴
史
的
に
は
二
音
節
で
あ
っ
た
が
子
音
脱
落
に
よ
り
現
在
は一

音
節
に
な
っ
て
い
る
長
音
節
に
は
次
の
よ
う
な
ピ
ッ
チ
形
に
な
る
も
の
が
あ
る

(
牛
4
V
牛
l
〈
燕
〉)
(
こ
れ
以
下
の
例
は
上
野
善
道
氏(一
九
九
二)
に
よ
る)、

uq
q
ト
ゆ
中
l
(
三
弐
燕
一

〉)

ヰ，
UO
KY
W
A可
1
(
門寸
主
謙
一

切)
(百一口∞)

右
の
対
立
だ
り
見
る
と
モ
l
ラ
単
位
の
よ
う
に
見
え
よ
う。
さ
ら
に、
次
の
歴

史
的
に
三
音
節
だ
っ
た
も
の
が一
音
節
に
な
っ
て
い
る
超
長
音
節
(寸
斗
亡
〉

7
1ム
〈
脳
〉)
を
見
る
と、

π
7
τ
1
ム
(
〉
協
。
一

〉)

斗川
い\
一九
1
4
(
封
印因
。
一

∞)

4 

π
7
τ
1
4

肖
(
〉
嵐
包
一桂内)

斗A
V\
可
l
よ

辻
(
M育
協
AU
HU山)(

℃
一
g)

「「
ド」
と
「
l」
の
聞
に
音
節
の
切
れ
め
を
示
す
分
節
音
上
の
特
徴
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず」(
p
m)、
「「
1
4」・:
で・:一
音
節
を
成
し
て
い
る
と
見
る
べ

き
形
で
あ
る」
(
p
mm)
こ
れ
は
三
音
節
[
ト・
ヲ・
リ]
が
二
音
節
[
ト・
ヲ

イ]
に
な
っ
た
時
の
形
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う。

本
来
的
な
長
母
音
の、
西
洋
語
起
源
の
外
来
語
で
は
次
の
と
お
り
表
面
形
の

音
節、
即
ち
音
声
的
な
音
節
の
意
味
で
次
句
末
音
節
が
高
く
な
っ
て
い
る、

7
ロ
V、
流
l
い\
(
wm
認
品山
一

〉)

7
口
い\
先
ー
に
uq

U可.

斗け川川
山下
よ

l
(
都
渋
一

〉)

uv.
℃

l
い\

叶叶け
uq

q
v\\4
U可
|
い\
(
回)

-U
V\\品
、
|
い\
uq

(百一宕)

即
ち、
通
時
的
に
二
音
節
で
あ
っ
た
も
の
は、
分
節
音
上、
共
時
的
な
表
面
形



で
音
声
学
的
に一
音
節
で
発
音
さ
れ
て
も、
韻
律
上
は一
時
代
前
の
も
の
を
残

し
て
い
る。
従っ
て
共
時
的
に
こ
れ
を
記
述
す
る
時
は、
「
歴
史
的
長
音
節」
を

例
外
扱
い
す
る
か、
そ
の
他
の
音
節
を
例
外
扱
い
す
る
か
し
な
い
限
り、
ど
の

よ
う
な
形
で
あ
れ
抽
象
的
な
分
析
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る。

付
言一
以
上
の
例
は
上
野
氏
ご
九
九
二)
の
例
で
あ
る
が、
鹿
児
島
市
方
言

を
母
語
と
す
る
話
者
で
あ
っ
て
も
窪
薗
晴
夫
氏
は、
例
え
ば、
寸
口
い\
到
l
い\

で、
「
ボ
|」
の
所
が
短
く
な
る
と
7

叶叶
弘
て
に
な
り、
7

叫寸
法
l
v\
は
許

し
が
た
い
発
音
で
あ
る
と
い
う。

引
用
文
献

西
田
龍
雄
ご
九
九
二)

三
省
堂。

上
野義口
道(一
九
九
二)

「
鹿
児
島
県
吹
上
町
方
言
の
複
合
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

ヘ

『
日
本
語
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
実
態
と
分
析』
(
文
部
省
重
点
領
域
研
究
「
日
本

語
音
声」
C
三
班
平
成
三
年
度
研
究
成
果
報
告
書)
問l
m 。

山
浦
玄
嗣
二
九
八
六)

『
ケ
セ
ン
語
入
門』
共
和
印
刷
企
画
セ
ン
タ
ー 。

今一-一口
語
学
大
辞
典
第
四
巻』
(「
ロ
ロ垣間」
の
項) 、
附l
山、

定

義

日 本語の音節

一
、
音
節

例
え
ば
東
京
方
言
に
お
い
て、
「
里
親」
と
「
砂
糖
屋」
の
発
音
を、
意
味
に

関
係
な
く
観
察
し
て
も、
そ
の
音
の
違
い
に
気
が
付
く。
前
者
は、
い
わ
ば[
サ

ト
オ
ヤ]
と
表
せ
る
の
に
対
し
て
後
者
は
[
サ
ト
l
ヤ]
と
で
も
表
記
し
た
く

な
る。
前
者
の
[
ト
オ]
で
は、
[
ト]
と
[
オ]
の
聞
に
強
さ
の
弱
ま
り

||

谷

||
が
観
察
さ
れ
る
の
に
対
し、
後
者
の
[
卜
l]
で
は
[
ト]
の
後
に
谷

は
聞
え
ず
次
第
に
同
じ
音
が
弱
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
観
察
さ
れ
よ
う。
両
語
を

不
自
然
で
な
く
短
く、
部
分
に
切
っ
て
発
音
し
よ
う
と
す
れ
ば、
前
者
は「
サ・

ト・
ォ
・
ヤ」
と
な
る
で
あ
ろ
う
が、
後
者
は
「
サ・
ト
l・
ヤ」
と
し
た
く

な
る。
そ
う
で
な
い
と「
谷」
の
有
無
を
無
視
し
た
発
音
に
な
る
か
ら
で
あ
る。

こ
の
よ
う
な
弱
ま
り
も
無
視
せ
ず
に
短
く
部
分
に
切っ
て
発
音
す
る
こ
と
を、

「
ど
ん
ぶ
り」
に
つ
い
て
行っ
て
み
れ
ば、
[
ド
ン・
プ・
リ]
に
な
る。
も
し

[
ド・
ン・
プ・
リ〕
と
切
る
と
[
ド]
と
[
ン]
の
聞
に
「
ど
ん
ぶ
り」
に
は

無
い
「
谷」
が
生
じ、
[
ン]
が
改
め
て
強
ま
り
始
め
て
し
ま
う。
「
札
幌」
も

同
様
に
不
自
然
に
な
ら
な
い
程
度
に
切
っ
て
発
音
す
れ
ば[
サ
ツ
[印
告]・
ポ・

ロ]
に
な
る。
こ
の
よ
う
な、
不
自
然
な
「
谷」
を
入
れ
る
こ
と
な
く
最
小
に

切
っ
て
発
音
し
た
切
片
をE
3L
E
Z
べ
と
い
い、
こ
れ
を
通
常「
音
節」
と
訳
し

て
い
る(「
音
節」
を
別
の
意
味
で
用
い
る
人
も
い
る
か
ら
「
シ
ラ
ブ
ル」
の
方

が
安
全
か
も
し
れ
な
い)。
「
里
親」
は
[
サ]
[
卜]
[
オ]
[
ヤ]
と
い
う
四
つ

の
音
節
か
ら
な
り、
「
砂
糖
屋」
は
[
サ]
[
ト
l]
[
ヤ〕
と
い
う
三
つ
の
音
節

か
ら
な
っ
て
い
る。
「
ど
ん
ぶ
り」
は
[
ド
ン]
[
プ]
(
リ]
と
い
う
三
つ
の
音

節、
「
札
幌」
も[
サ
ツ]
[
ポ]
[
ロ]
と
い
うコ一
つ
の
音
節
か
ら
な
っ
て
い
る。

以
上
は「
音
節」∞
三
E
Z巾
を
音
声
学
的
に
定
義
し
た
も
の
で
あ
る。
東
京
方

言
の
場
合、
こ
れ
は、
上
の
程
度
の
明
瞭
な
発
音
で
あ
れ
ば、
音
韻
論
上
の
音

節
と
し
て
も
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る。
特
に
「
音
韻
論
上
の
音
節」
の
意
味
で

は、
E-
D・
ポ
リ
ワ
l
ノ
フ
が
遅
く
と
も
今
世
紀
二
十
年
代
(
お
そ
ら
く一
九

二
七
年)
に
日
本
語
お
よ
び
中
国
語
に
つ
い
て
包
Z
Z
ヨ白
と
い
う
術
語
を
用

い
て
い
る
(
音
韻
論
上
の
単
音
は『0
5
3白) 。

二、
モ
l
ラ

音
節
[
卜
l]
は
音
節
[
ト]
よ
り
も
長
い、
[
ド
ン]
は
[
プ]
や
[
リ]

よ
り
も
長
い、
[
サ
ツ]
は
[
ポ]
や
[
ロ]
よ
り
も
長
い、
し
か
も
東
京
方
言

5 



な
ど
多
く
の
方
言
で
は
そ
の
長
い
音
節
は
短
い
音
節
の
倍
の
長
さ
が
あ
る
と
感

じ
ら
れ、
現
代
の
定
型
詩
で
五・
七・
五
な
り
七・
七
と
数
え
る
時
に
は、
長

い
音
節
を
二
と
数
え、
短
い
音
節
を一
と
数
え
て
い
る。
そ
う
い
う
方
言
で
は

ア
ク
セ
ン
ト
を
指
定
す
る
際
に、
こ
の
数
え
方
で
指
定
す
る
規
則
に
な
る
の
が

普
通
で
あ
る(
例
え
ば、
外
来
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
位
置)。
こ
の
単
位、
即
ち

[
ド
ン
プ
リ]
を
四
の
長
さ
と
数
え
る
単
位、
を
50「白
と
い
い
通
常
「
拍」
と

訳
す
が、
「
拍」
を
別
の
意
味
で
使
う
人
も
い
る
の
で
私
は
「
モ
l
ラ」
と
い
っ

て
い
る
(
ラ
テ
ン
語
ら
し
く
「
モ
ラ」
と
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
あ
る) 。
「
里
親」

は
四
音
節
で
四
モ
l
ラ、
「
砂
糖
屋」
も
「
ど
ん
ぶ
り」
も
「
札
幌」
も
三
音
節

で
四
モ
l
ラ
で
あ
る。

東
北
地
方
の
方
言
で
は、
例
え
ば
山
浦
玄
嗣
氏
こ
九
八
六・
三
六)
に
よ
る

と、
長
い
音
節
と
短
い
音
節
の
区
別
は
あ
る
が、
そ
の
長
さ
の
比
が
東
京
方
言

等
の
よ
う
に
二
対一
で
は
な
く一
・
五
対一
ぐ
ら
い
で
あ
る、
と
い
う。
即
ち

「
長
音
節(
重
音
節
こ
と
「
短
音
節(
軽
音
節
こ
の
対
立
は
有
る

11
こ
れ
は
重

要
な
こ
と
で
あ
る

||『
し
か
し、
長
音
節
を
二
と
数
え、
短
音
節
を一
と
数
え

る
音
韻
事

象ーー
し
た
が
っ
て、
そ
う
い
う
音
韻
規
則

||
は、
こ
の
方
言
に

は
無
い
よ
う
で
あ
る
か
ら、
長
さ
の
単
位
「
モ
l
ラ」
は
存
在
し
な
い
の
で
あ

ろ
う。
長
さ
の
単
位
と
し
て
は
音
節
の
数
を
数
え
る
の
か
も
し
れ
な
い。
同
じ

く
「
重
音
節」
と
「
軽
音
節」
(
或
い
は
二
モ
l
ラ
音
節
と一
モ
l
ラ
音
節)の

区
別
が
有
り
な
が
ら
そ
の
長
さ
の
比
が
二
対一
で
な
い
英
語
は、
ス
ト
レ
ス
と

ス
ト
レ
ス
の
聞
が
ほ
ぽ
等
時
間
に
な
る
と
言
わ
れ
る
(2
5
gl門
吉
包
-
20

空白岡巾)。
こ
れ
に
対
し
て
ロ
マ
ン
ス
語
な
ど
で
は、
音
節
の
山
と
山
と
の
聞
が
ほ

ぼ
等
時
間
に
発
音
さ
れ
る
喜一一白
豆
守門
E
E
Eコm
sm巾
で
あ
る。
東
京
方
言

は
ヨo
ztz
g
E一白コ肉己血肉巾
に
な
る。

「
重
音
節」
と
「
軽
音
節」
の
持
続
時
間
の
比
が
二
対一
で
な
い
英
語
に
つ
い

て
も
モ
1
ラ
と
い
う
の
は、
「
後
ろ
か
ら
三
モ
|
ラ
目
に
ス
ト
レ
ス
を
置
く」
の

如
き
ス
ト
レ
ス
付
与
規
則
が
有
る

||
長
い
音
節
を
こ
と
数
え、
短
い
音
節
を

一
と
数
え
る
規
則
が
あ
る

ーー
か
ら
で
あ
る。

改
め
て
言
え
ば、
一
般
に、
長
い
音
節
を
こ
と
数
え、
短
い
音
節
を一
と
数

え
る
音
韻
規
則
が
有
る
時(
そ
の
ご
な
り一
な
り
は
必
ず
し
も
等
時
間
で
な
く
て
よ

い)、
そ
の
数
え
る
単
位
を
「
モ
l
ラ」
と
い
う。
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